
尼崎市デジタル推進課

生成AI導入でぶつかった壁



- 背景 -

尼崎市でのAI導入状況

2025.04 2025.10 2025.12

生成AI
全庁導入

利用状況
調査

打ち手
検討開始

• 当然、アカウント配布だけでは利用されない

• 使い方が分からない、セキュリティが不安

• 幹部層の熱量も不明



- 課題 -

ぜんぜん使われてない

• 50%以上の所属がほぼ利用していない

• 活用範囲が個人レベルにとどまっている

51%
20回以下/月

20回以上/月



- 取り組み① -

あまがさきAI利活用
アクションプラン策定

Source：あまがさきAI利活用アクションプラン

狙い

ポイント

• 市のベクトル合わせ（幹部層巻き込み）

• 庁内の機運醸成

• トランスフォーメーションを重視

• 定量的な目標（KPI）を設定

https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/shisei/si_kangae/si_keikaku/1043351.html


- 取り組み② -

サービスベンダーと
連携協定を締結

Source：【お知らせ】Polimill、兵庫県尼崎市と生成AI利活用に関する連携協定を締結

https://polimill.jp/20260514-1/


- 取り組み③ -

役職別の実践型研修を
3,700人向けに実施

狙い

ポイント

• 全庁的な利活用の促進・不安の払拭

• 幹部層の理解促進

• 全て内製でマインドセット・ハンズオンを重視

• 局長級~会計年度職員が受講

（役職に合わせて内容をアレンジ）

• 受講前にスキルアセスメントを実施



目指せ！
AI推進市

ありがとうございました！

機運
醸成

利用
促進

全庁
AX

× ×

実際に利活用が進んでいるのか
観測・分析をしていきます！



ありがとうございました！

尼崎市は2026年に市制110周年を迎えます！
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